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「全国版d4PDFダウンスケーリングデータ」のバイアス補正データの開発と公開
○ 国総研では、気候変動による水資源への影響評価のため全国版d4PDFダウンスケーリングデータのバイアス補正データを開
発。WBC-d4PDF5km(2022)と略称を命名。これを、社会貢献として2025年2月にDIASで公開。

○ バイアス補正方法は、気候モデルのトレンドの尊重とバイアスの解消を両立したDual-Window法1)を採用。

【バイアス補正データの概要】
概要項目

・全国版d4PDFダウンスケーリ
ングデータ元データ

・日降水量
・日平均気温項目

・気温：576地点
・降水量：756地点
(109の1級水系及びその近傍)

計算
地点

・過去実験：360年
・2度上昇実験：720年
・4度上昇実験：720年

計算
年数

【開発・公開のフロー】

91%解消

98%解消

年降水量

年平均気温

補正前 補正後
絶対平均値：228.93mm
標準偏差：217.00mm

絶対平均値：0.51℃
標準偏差：0.46℃

絶対平均値：19.69mm
標準偏差：10.14mm

絶対平均値：0.01℃
標準偏差：0.01℃

【バイアスの解消の状況】

1)S. Watanabe, M. Yamada, S. Abe, and M. Hatono: Bias correction of d4PDF using a moving window method and their uncertainty analysis in estimation and projection of design rainfall depth, Hydrological Re

search Letters, 14(3), p117-122, 2020.

補正前 補正後

【Dual-Window法の概念図】

（Watanabe et al.,(2020)より引用し改変）

出典:西村宗倫，高田望，因幡直希，坂本光司，柴川大雅，吉田翔，三浦悠，渡部哲史，仲江川敏之，竹下哲也: 全国版d4PDFダウンスケーリングデータのバイアス補正
データの開発と公開, 河川技術論文集,第31巻, pp.421-426, 2025.

【バイアス補正データの公開】

～好循環～
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＜ダウンロード先＞

https://search.diasjp.n
et/ja/dataset/d4PDF_
BiasCorrection_202502



○ 年降水量のバイアス量（解析値－観測値）は、全756地点の絶対平均で約229mmのバイアス量が確認された。
○ バイアス量は、夏と冬が相対的に大きい。

春（3月～5月） 夏（6月～8月）

冬（12月～2月） 秋（9月～11月）

絶対平均値：41.15mm
標準偏差：39.62mm

絶対平均値：102.21mm
標準偏差： 96.30mm

絶対平均値：124.43mm
標準偏差：126.60mm

絶対平均値：65.82mm
標準偏差：62.58mm
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絶対平均値：228.93mm
標準偏差：217.00mm
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【バイアス量の平面分布図と度数分布図】

3出典:西村宗倫，高田望，因幡直希，坂本光司，柴川大雅，吉田翔，三浦悠，渡部哲史，仲江川敏之，竹下哲也: 全国版d4PDFダウンスケーリングデータのバイアス補正データの開発と公開, 河川技
術論文集,第31巻, pp.421-426, 2025.

「全国版d4PDFダウンスケーリングデータ」のバイアス量（年降水量）



気候変動による水資源へのマクロ的影響評価（はじめに）

出典:西村宗倫，高田望，因幡直希，坂本光司，柴川大雅，吉田翔，三浦悠，渡部哲史，仲江川敏之，竹下哲也: 全国版d4PDFダウンスケーリングデータのバイアス補正データの開発と公開, 河川技術
論文集,第31巻, pp.421-426, 2025.
:西村宗倫，高田望，坂井大作，水垣滋，竹下哲也: 気候変動による非超過確率1/10の渇水流量の発生頻度の変化の計算, 河川技術論文集,第30巻, pp.363-368, 2024. 4

○ 国総研では、全国版d4PDFダウンスケーリングデータのバイアス補正データ（Dual-Window法）を開発し、これを、全国
109の1級水系ごとに構築したタンク型流出解析モデルに対し入力した。

○ この計算結果により、10年に1回の確率をしきい値として、さまざまなマクロ的影響評価を試みた。
→ 10年に1回よりも低頻度の渇水流量※1は、今回の流出解析モデルでは対象外とした（降水量は評価した）

図 流出解析モデルの基本的な考え方

図 流出解析モデルの概念図

※1：渇水流量とは、1年の365日分の日流量データを大きい順に並べて355番目の流量をいう。



気候変動による水資源へのマクロ的影響評価（頻度）

5

○ 頻度からのマクロ的影響評価では、一定の閾値（過去実験における10年に1回の確率の少雨年や渇水流量）に対し、
気候変動下（産業革命以降２度上昇下）で閾値以下となる頻度を計算した。

○ その結果少雨年では1.3倍、渇水流量※1では2.1倍となった。

出典※1:西村宗倫，高田望，坂本光司，嶋谷祐馬，柴川大雅，因幡直希，仲江川敏之，池淵周一，竹下哲也: WBC-d4PDF5km(2022)を用いた気候変動による渇水への影響のマクロ的評価, 
2025年土木学会論文集（地球環境），Vol.81，No.27，25-27035，2025.を元に一部改変している。

※1：渇水流量とは、1年の365日分の日流量データを大きい順に並べて355番目の流量をいう。



気候変動による水資源へのマクロ的影響評価（水収支）
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○ 水収支からのマクロ的影響評価では、気候変動下（産業革命以降２度上昇下）では、下図のように計算された。
○ 降水量の減少はわずかなものの、降水パターンの極端化や蒸発散量の増加により、「年積算流量」や「10年に1回の確率
の渇水流量※1」の減少が確認された。

年積算降水量 年蒸発散量

対過去実験

3.14㎜減
（109水系平均値）

対年積算降水量※2比

0.2%減
対年積算降水量※2比

3.3%減
対年積算降水量※2比

3.0%増
対年積算降水量※2比

2.8%増

年積算降水量
うち日降水量が1mm～50mm うち日降水量が50mm～

２
度
上
昇
実
験

対過去実験

52.85㎜減
（109水系平均値）

対過去実験

48.18㎜増
（109水系平均値）

対過去実験

44.51㎜増
（109水系平均値）

1/10の渇水流量

対過去実験

0.79倍
（109水系平均値）

対過去実験

0.97倍
（109水系平均値）

年積算流量

出典:西村宗倫，高田望，坂本光司，嶋谷祐馬，柴川大雅，因幡直希，仲江川敏之，池淵周一，竹下哲也: WBC-d4PDF5km(2022)を用いた気候変動による渇水への影響のマクロ的評価, 2025
年土木学会論文集（地球環境），Vol.81，No.27，25-27035，2025.を元に一部改変している。
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量
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候
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ー
タ

※1：1年の365日分の日流量データを大きい順に並べて355番目の流量。
※2：令和６年版日本の水資源の現況



図渇水流量が「過去実験の非超過確率1/10の
渇水流量」以下となる頻度の比

図 「過去実験の非超過確率1/10の渇水流量」に対する
「将来実験の非超過確率1/10の渇水流量」の比

図 日流量が「過去実験の非超過確率1/10の渇水流量」
以下となる年最大連続日数の360年・720年平均値の比

平均値：2.056
標準偏差：0.918 平均値：0.794

標準偏差：0.321

平均値：2.152
標準偏差：1.011

渇水の頻度が
約2.1倍

渇水日の継続が
約2.2倍

渇水時の流量が
約0.79倍

【渇水の頻度】 【渇水の強度】

【渇水日の継続性】 【渇水の同時生起性】

図 渇水流量が「過去実験の非超過確率1/10
の渇水流量」以下となる各年の水系数

１年の渇水水系数が
約1.6倍

過去実験(360年)
平均値：22.9水系
標準偏差：11.9水系

2℃上昇実験(720年)
平均値：37.4水系
標準偏差：19.7水系

平均値：1.633
標準偏差：1.417

気候変動による水資源へのマクロ的影響評価（多軸の評価）

出典※1:西村宗倫，高田望，坂本光司，嶋谷祐馬，柴川大雅，因幡直希，仲江川敏之，池淵周一，竹下哲也: WBC-d4PDF5km(2022)を用いた気候変動による渇水への影響のマクロ的評価, 2025年土木学会論文集（地球環境），Vol.81，No.27，25-
27035，2025.を元に一部改変している。

○ 気候変動による水資源への影響は、一つの指標で俯瞰的に評価できるものではない。更には、流域の関係者によって、関
心のある指標が異なることも想定される。もちろん、他の指標も想定される。
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2℃上昇実験/過去実験2℃上昇実験/過去実験

2℃上昇実験/過去実験2℃上昇実験/過去実験



確率規模:平年 確率規模:1/10
平均値：1.02倍

確率規模:1/20 確率規模:1/50 確率規模:1/100
平均値：1.30倍 平均値：1.53倍 平均値：1.85倍 平均値：2.10倍

【少雨年（2℃上昇実験／過去実験）】

（倍）

気候変動による水資源へのマクロ的影響評価（激甚な渇水）

○ より激甚な少雨年を対象とした計算では、激甚な少雨年ほど発生頻度が増える計算結果となった。
○ より激甚な渇水流量※1を対象とした計算では、今回の流出解析モデルでは、十分な表現が出来ていないと判断した。

【渇水流量（2℃上昇実験／過去実験）】

出典※1:西村宗倫，高田望，坂本光司，嶋谷祐馬，柴川大雅，因幡直希，仲江川敏之，池淵周一，竹下哲也: WBC-d4PDF5km(2022)を用いた気候変動による渇水への影響のマクロ的評価, 
2025年土木学会論文集（地球環境），Vol.81，No.27，25-27035，2025.を元に一部改変している。

今回は、評価の対象外とした。
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※1：渇水流量とは、1年の365日分の日流量データを大きい順に並べて355番目の流量をいう。
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まとめ（現状の所感）

平年～1/10渇水レベルのマクロ的な評価としては、相当な確信度で、全国的な渇水傾

向があると考える。

ただし、現状の成果は、気候モデルや流出解析モデルが変われば、数値に多少の変化が

あることは容易に想定され、センシティブな利用や確定値としての利用は馴染まない。

より激甚な渇水のマクロ的な評価は、モデル・指標の精度が更に問われる。このような評価

は、一般的には流域スケールで行うことが望ましい。そのために、これまでの知見の水平展

開は意義深いと考える。

気候変動の影響評価を行う上では、気候モデル、バイアス補正、各観測データ、流出解

析（中間のさまざまなプロセスも含め）の精緻さ・粗さを総合的に理解した上で、結果を

取り扱うリテラシーが重要である。


